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 本研究では，親子関係が子どもの容姿についての悩みにどのような影響を与えるのかについて，母親と
父親の影響の違いを比較しながら，容姿に対する被評価経験，養育態度及び信頼感に着目して検討した。 
 大学生149名を対象に，質問紙調査を行った結果，容姿について，母親からのネガティブな評価経験を回
答した群の方が，ポジティブな評価経験を回答した群よりも容姿についての悩み度が高い傾向が見られた。
しかし，容姿に対する被評価経験がネガティブである場合は養育の暖かさ得点が高い群が低い群よりも，
自分の顔についての満足度が有意に高く，母親からのネガティブな評価経験があったとしても，養育の暖
かさを感じていると自分の顔についての満足度は高まり，容姿についての悩み度を軽減する可能性が示唆
された。そして，父親からのポジティブな評価経験がある場合，過干渉得点が高い群の方が低い群よりも
容姿についての悩み度が有意に低い結果が得られた。さらに，父親への信頼感が高い群が低い群に比べて
容姿についての悩み度が低い傾向がみられ，自分の顔についての満足度は有意に高い結果が得られた。 
 以上のことから，父親の関わりが子どもの容姿についての悩みを軽減させる可能性があり，父親の存在
も重要であると考えられる。 
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問題と目的 
 青年期は自己像が大きく変化する時期であり，自我
意識が高まり，自尊感情が低下するなど，不安定で動
揺が著しい時期である。山本（2013）は，初期青年期
にあたる中学生を対象として，全体的自己価値と具体
的側面の自己評価の発達を横断的方法，縦断的方法の
両方から検討している。全体的自己価値とは，自分自
身についての評価的感情であり，青年がどれだけ自分
を好きか，満足しているのかの程度を示している。山
本（2013）の研究における具体的側面の自己評価は身
体的外見，スポーツ能力，知的側面の３側面から構成
されている。この結果，全体的自己価値と具体的側面
の自己評価で性差がみられ，初期青年期には，男子よ
りも女子の方がネガティブに自分自身を評価する傾向
がみられた。また，全体的自己価値と身体的外見の自
己評価，知的能力の自己評価で学年差がみられ，学年
が上がるにつれて自分をよりネガティブに評価する傾
向がみられた。また，遠藤（1995）は，多くの研究で，
自己を実際以上に肯定的にとらえる傾向（ポジティブ
幻想）が精神的健康と高い関連を持つことを指摘して
いる。このように，発達による個人差はあるものの，
青年期は自分自身に意識が向きやすく，ネガティブに
評価する傾向が高まる時期がみられ，肯定的にとらえ
る傾向と精神的健康度の高さとの間に関連があること
が示唆されている。 
 容姿・外見についての意識が高まり，自分の理想と
現実の境目で苦しむ時期である青年期がゆえの病気と
して身体醜形障害（（Body Dysmorphic Disorder: BDD）
があげられる。身体醜形障害とは，醜形恐怖症とも言
われ，身体の美醜を極度に意識し，強迫的あるいは妄
想的にこだわる病態のことをいう。鍋田（1997）によ
ると古くはMorselli, Eが1886年に「鼻の形が奇妙であ
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る」「手が小さい」などと訴える症例をdysmorphophobia
として報告して以来，自らの身体の形態に関して，他
覚的に認められる以上に，その一部または全部が醜い
あるいは奇異な形をしていると訴える病態が報告され
てきた。また，古典的には，Kraepelin, E, Janet, P, Stekel, 
Wらが強迫神経症に含まれるものとして記載しており，
日本では対人恐怖症に含まれる病気とされていると鍋
田（1997）で述べられている。また，身体醜形障害と
いう診断がつかなくても，容姿・外見について悩みを
抱える人は少なくないと思われる。田中（2012）は，
近年，大学生においても軽度のBDD症状が認められて
おり，BDDの様々な症状は臨床群と健常群の間の連続
線上における現象である可能性が指摘されているとし
ている。そして，BDD好発期である青年期の大学生を
対象とした研究を進めることにより，健康な大学生の
容姿に対する悩みについての知見が得られるのみなら
ず，臨床群のBDD症状に関する心理学的理解が深まる
ことが期待されると指摘している。そこで，本研究で
も大学生を対象として，検討することとする。 
 では，なぜ容姿に悩むようになるのだろうか。美の
理想や基準をつくる際に影響を与えるものとして，ま
ず一つ目に新聞，テレビ，雑誌などのメディアの存在
が挙げられる。好まれる容姿というものは時代ととも
に移り変わり，一定しないということがある。吉村
（2010）の研究では，婦人雑誌『美貌』(1946～1950)
の創刊号において，「美しい」外見を記述するキーワー
ドは観念的で，美容言説も具体性に欠けており，「自然
美」という本来美容行為の必要がない美を重んじてい
たものが，美容法は号を重ねるにつれて具体的かつ詳
細に述べられるようになり，人工的な美容実践が推奨
されるようになっていることを示している。また，メ
ディアが容姿の悩みに与える影響については，男性の
髪の毛の悩みが挙げられる。近年，「若はげ」「薄毛」
「くせ毛」などを醜いと悩む若者が増えており，この
ような悩みには，カツラや育毛などのコマーシャルが
関係している可能性がある。このように，人々は容姿
に関するメディアからの情報を受信し，その情報を十
分に吟味することなく自分に当てはめることで，不安
や悩みを引き起こしているのではないだろうか。 
 そして二つ目には，母親が与える影響が挙げられる。
鍋田（2011）によると，「特に幼児期からの母子関係が
重要」であり，母親の子どもの容姿に関する指摘，評
価は子どもにとって重要な意味を持つと考えられる。
例えば，普段不安感・抑うつ感をもつ母親が子どもに
「本当にかわいい子」と言いながら育ててきた場合，
子どもは母親とのコミュニケーションが自分のかわい
らしさでのみ，喜びに満ちたものとなるという経験を
繰り返し，「かわいい自分」というボディイメージ（容
姿の価値）がこの世で何より大切なものになる可能性
が考えられる。その一方で，「かわいい子」と喜ぶ母親
の顔に，同時に不安や沈んだ気持ちが浮かんでいたこ
とにも気づき，自分のかわいらしさを，不安感や抑う
つ感を伴ってとらえていた可能性も高い。こうして，
優れた容姿が不快な気分につながり，それがやがて，
身体への嫌悪感に発展するかもしれない。また，子ど
もは母親の心の中のイメージを自分の自己像として写
しとると考えられ，母親が無意識に美の基準を刷り込
んでいることがある。両親にどのような言葉をかけら
れて育ったのかということが，自分の外見についての
意識を高め，肯定的，否定的な感情を生む要因になっ
ているのではないだろうか。そのため，自分の容姿に
対する親からの評価経験が子どもにどのように影響す
るのかについて検討する。 
 このように，青年期の子どもに与える母親との関係
の重要性については他の多くの研究でも明らかにされ
ているが，その一方で，父親との関係の影響について
は，鍋田（2011）では，ほとんど書かれておらず，他
の研究でも，父親が容姿に影響を及ぼすという結果が
得られたものはほとんどない。しかし今日，父親の役
割の重要性については多数研究がなされ，母親からの
分離・個体化過程における父親の影響の重要性も明ら
かにされている。前川（2005）が青年期女子を対象に
行った研究では，父親による過干渉を強く受けた方が，
体型不満・摂食障害を抑制することが示唆されている
ことが分かっている。また，家族における「父親の役
割」の重要性も指摘されており，橋本（2010）の研究
では，幼児期における父親との愛着関係と情緒特性・
対人適応等について検討しており，父親との愛着関係
の高い群は，情緒も安定し，社会スキルも高く，父親
の役割が効果的に作用しているのに対し，低い群は，
情緒不安定で，自己中心的傾向があり，問題行動を起
こし易く，対人関係も回避的であることが示されてい
る。さらに，小川・山田・杉山・上岡・平田（2011）
の研究では，母親の養育態度へのイメージと父親の養
育態度へのイメージは互いに補完する影響を及ぼして
いるため，父親からの直接的な影響が見られなくとも，
父親の養育におけるサポートは，母親の養育イメージ
を肯定的に高めるために重要な要因であることが認め
られた。 
 近年，親子関係において重要な要因の１つとして信
容姿についての悩みと親子関係の関連 
― 59 ― 
頼関係があげられている。浜崎・田村・吉田・吉田・
岡本・安藤・倉成（2012）は，特に，親との間の信頼
関係が思春期までに形成できていることが，子どもの
心理的健康や行動問題などに大きく影響していること
が指摘し，さらに，子どもからの親への信頼感が重要
と考え，親から子どもへというよりも子どもから親へ
の信頼感に焦点を当てて研究を行っている。本研究に
おいても，親子関係を養育態度に加えて，子どもから
の親への信頼感からも捉えることとする。  
 以上のことから，本研究では，親子関係が子どもの
容姿に対する悩みにどのような影響を与えるのかにつ
いて，母親と父親の影響の違いを比較しながら，容姿
に対する被評価経験及び養育態度，信頼感に着目して
検討することを目的とする。 
 
【仮説】 
１．母親の養育態度へのイメージと父親の養育態度へ
のイメージは互いに補完する影響を及ぼしている
（小川ら，2011））ことから，容姿に対する同性の親
からの否定的な評価経験がある者の中で，異性の親
からそれを打ち消すような肯定的な評価をされた者
は，容姿についての悩み度が部分的に緩和されて下
がり，自分の顔についての満足度は上がる。 
２．親子関係において養育の暖かさを感じる者は，拒
絶的であったと感じる者よりも，親からの否定的な
評価経験があっても容姿についての悩み度は低く，
自分の顔についての満足度は高い。また，母親から
の過干渉傾向の見られる者の中で，容姿に対する母
親からの否定的な評価経験がある者は，容姿につい
ての悩み度は高く，自分の顔についての満足度は低
い。 
３．親への信頼感が高い者は，低い者よりも，容姿に
対する親から否定的な評価があってもポジティブに
とらえ，容姿についての悩み度は低く，自分の顔に
ついての満足度は高い。 
 
方 法 
１．調査時期：2013年10月 
２．調査対象：大学生149名（男性31名，女性118名，
平均年齢18.64歳，SD=1.71） 
３．調査内容 
 
１）容姿に対する両親からの評価経験 
 「あなたは自分の顔について○○から何か言われた
経験がありますか？」という項目に「経験がある・経
験がない」で回答を求めた。「経験がある」と答えた者
には「『経験がある』と答えた方にお聞きします。①具
体的に，何と言われましたか？②それは，いつ頃言わ
れましたか？③その言葉を聞いて，あなたはどう思い
ましたか？④具体的に何かしましたか？」という質問
項目に対し，記述式で父親，母親それぞれについて回
答を求めた。 
 回答欄は，被験者が回答しやすくなるとともに，評
価に対する被験者のとらえ方が分かるようになると考
え，「ポジティブ／プラス面」と「ネガティブ／マイナ
ス面」に分けて，記述式で回答を求めた。 
 
２）親の養育行動 
 親の養育行動（前川，2005）より，母親・父親につ
いて，子どもに対して愛情深く，受容的な「養育の暖
かさ」（12項目）と子どもを管理，保護しようとする「過
干渉傾向」（７項目）の計19項目について，「あてはま
らない―あまりあてはまらない―ややあてはまる―あ
てはまる」の４段階で回答を求めた。 
 「養育の暖かさ」は点数が高いほど親が自分に対し
て愛情深く，受容的な態度で接していたと評価してい
ることを示し，逆に点数が低いほど無関心，あるいは
拒絶的だったと評 価していることを示す。一方，「過
干渉傾向」は点数が高いほど親が自分を幼児扱いし，
支配的，干渉的な態度で接していたと評価しているこ
とを示し，逆に点数が低いほど自立性，主体性を尊重
していたと評価していることを示す。 
 
３）親子間の信頼感 
 親子間の信頼感に関する尺度（酒井，2005）より，
母親・父親について，下記の８項目について「あては
まらない―あまりあてはまらない―ややあてはまる―
あてはまる」の４段階で回答を求めた。 
 「○○は自分のことが一番好きだと思う／○○は私
を一番信頼していると思う／○○は私と一緒にいて幸
せだと思う／○○は私に何でも話してくれる／○○を
誰よりも信頼できる／私は○○と一緒にいて幸せだ／
私は○○が好きだ／私は○○には何でも話せる」 
 
４）容姿についての悩み度 
 容姿についてどれくらい悩んでいるかについて，「あ
なたの容姿について，現在，どれくらい悩んでいます
か？各項目の当てはまる番号に○をつけてください」
という質問に対し，「全く悩んでいない―ほとんど悩ん
でいない―あまり悩んでいない―やや悩んでいる―か
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なり悩んでいる―非常に悩んでいる」の６件法で回答
を求めた 
 項目は，①顔全体②顔の大きさ，形，輪郭③頭の形
④髪⑤肌⑥額⑦目（その周囲を含む）⑧眉⑨耳⑩鼻⑪
頬・頬骨⑫口⑬唇⑭歯⑮あご・あご先⑯ひげ⑰産毛⑱
ほくろの計18項目である。 
 
５）自分の顔についての満足度 
 「あなたは自分の顔について，どれくらい満足して
いますか？」という質問に対し，その満足度を0・10・
20・30・40・50・60・70・80・90・100％の10段階で当
てはまるところに○をつけてもらった。 
 
４．倫理的配慮 
 データは統計的に処理され，個人の情報として使用
及び公表されることはないことをアンケートの表紙に
記載し，口頭ではそのことに加えて，回答したくない
場合は回答しなくてよいこと，途中でやめたくなった
場合は回答を中止してもかまわないことを説明した。 
 
結 果 
１．容姿に対する両親からの評価経験（仮説１の検討） 
 同性の親からの否定的な評価経験がある者の中で，
異性の親からそれを打ち消すような肯定的な評価をさ
れた者を抽出したところ，２名しか該当者がいなかっ
た。そのため，父親からの評価経験，母親からの評価
経験と容姿についての悩み度及び自分の顔についての
満足度について，それぞれ分析を行った。 
 父親からのポジティブな評価，ネガティブな評価経
験と悩み度得点についてt検定を行ったところ，有意な
差はみられなかった。母親からのポジティブな評価，
ネガティブな評価経験と悩み度得点についてt検定を
行ったところ，有意傾向で差がみられ，母親からポジ
ティブな評価をされた方がネガティブに評価されるよ
りも悩み度が低い傾向がみられた。満足度得点につい
ては，いずれも有意な差はみられなかった（Table 1）。 
 
２．容姿に対する両親からの評価経験及び親の養育行
動（仮説２の検討） 
１）父親 
 まず，評価経験（ポジティブ・ネガティブ）と養育
の暖かさ尺度（高：平均値以上・低：平均値以下）を
独立変数として，容姿についての悩み度及び自分の顔
についての満足度について２要因分散分析（被験者間
計画）を行ったところ，有意な差はみられなかった
（Table 2)。次に，評価経験（ポジティブ・ネガティ
ブ）と過干渉尺度（高：平均値以上・低：平均値以下）
を独立変数として，容姿に対する悩み度及び自分の顔
Table 1 容姿に対する両親からの評価経験と悩み度及び満足度の関連 
  ネガティブ ポジティブ t値 
父親 
悩み度 
満足度 
40.13（12.87）n=15 
46.00（18.90）n=15 
37.33（15.72） n=6 
50.00（19.15） n=6 
0.40 
0.42 
母親 
悩み度 
満足度 
41.30（10.78）n=23 
42.61（13.26）n=23 
33.58（15.87）n=26 
51.25（23.51）n=26 
 1.93＋ 
1.51 
数値は平均値（SD）を示す  ＋p＜.10 
Table 2 評価経験及び暖かさと容姿についての悩み度（父親） 
 ポジティブ ネガティブ F値 
 
暖かさH群 
（５名） 
暖かさL群 
（２名） 
暖かさH群 
（10名） 
暖かさL群 
（７名） 
 
 
悩み度 
 
 
満足度 
32.20 
(4.87) 
 
58.00 
（14.70） 
48.00 
(22.00) 
 
45.00 
（15.00） 
35.80 
(11.30) 
 
52.00 
（11.66） 
33.57 
(4.95) 
 
44.29 
（12.94） 
0.98 
1.54 
2.72 
2.24 
0.24 
0.15 
数値は平均値（標準偏差） 
F値は，順に評価経験の主効果，養育の暖かさ尺度の主効果，交互作用の結果を示す 
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についての満足度について２要因分散分析（被験者間
計画)を行った。その結果（Table 3），容姿に対する悩
み度において，交互作用に有意傾向がみられた
(F(1,20)=3.33，p＜.10)。多重比較の結果，評価経験
がポジティブな場合，過干渉得点が高い方が低い者よ
りも，５％水準で悩み度が有意に低いという結果とな
った。 
 
２）母親 
 まず，評価経験（ポジティブ・ネガティブ）と養育
の暖かさ尺度（高：平均値以上・低：平均値以下）を
独立変数として，容姿についての悩み度及び自分の顔
についての満足度について２要因分散分析（被験者間
計画）を行ったところ，満足度において１％水準で有
意な交互作用がみられ，多重比較の結果，暖かさL群に
おいて評価経験がポジティブな方がネガティブよりも
１％水準で有意に満足度が高く，評価経験がネガティ
ブにおいて，暖かさH群の方が，L群よりも１％水準で
優位に満足度が高い結果であった（Table 4）。次に，
評価経験（ポジティブ・ネガティブ）と過干渉尺度（高：
平均値以上・低：平均値以下）を独立変数として，容
姿についての悩み度及び自分の顔についての満足度に
ついて２要因分散分析（被験者間計画）を行ったとこ
ろ，満足度において，各主効果が有意傾向でみられ，
評価経験がポジティブな方がネガティブよりも満足度
が高く，過干渉度が低い方が高いよりも満足度が高い
結果となった（Table 5）。 
 
３．親への信頼感（仮説３の検討） 
 両親から否定的な評価経験があり，なおかつ両親へ
の信頼感についての質問項目に回答があった者を抽出
したところ，４名しか該当者がいなかった。そのため，
容姿についての悩み度及び自分の顔についての満足度
について，父親，母親への信頼感得点を高得点群（H
群:上位１／３名）と低得点群（L群：下位１／３名）
の２つの群に分け，それぞれt検定を行った。その結果，
父親について，悩み度得点において有意傾向で差がみ
られ，信頼感H群の方がL群よりも悩み度得点が低かっ
Table 3 評価経験及び過干渉と容姿についての悩み度（父親） 
 ポジティブ ネガティブ F値 
 過干渉H群 
（４名） 
過干渉L群 
（３名） 
過干渉H群 
（６名） 
過干渉L群 
（11名） 
 
 
悩み度 
 
 
満足度 
30.25 
（5.76） 
 
57.50 
（8.29） 
45.33 
(17.51) 
 
50.00 
(21.60) 
37.17 
(10.09) 
 
48.33 
（6.87） 
33.64 
(8.58) 
 
49.09 
(15.05) 
0.22 
1.28 
 3.33＋ 
0.24 
0.54 
0.36 
数値は平均値（標準偏差）    ＋p＜.10 
F値は，順に評価経験の主効果，過干渉尺度の主効果，交互作用の結果を示す 
Table 4 評価経験及び養育の暖かさと容姿についての悩み度（母親） 
 ポジティブ ネガティブ F値 
 
暖かさH群 
（９名） 
暖かさL群 
（４名） 
暖かさH群 
（９名） 
暖かさL群 
（５名） 
 
 
悩み度 
 
 
満足度 
35.67 
（8.99） 
 
55.56 
（11.65） 
32.00 
(9.98) 
 
65.00 
（11.18） 
35.44 
(9.93) 
 
50.00 
（9.43） 
39.60 
(15.27) 
 
32.00 
（4.00） 
0.59 
0.00 
0.66 
0.96 
 19.55** 
 9.90** 
数値は平均値（標準偏差）    **p＜.01 
F値は，順に評価経験の主効果，養育の暖かさ尺度の主効果，交互作用の結果を示す 
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た。また，満足度得点では有意な差がみられ，信頼感
H群の方がL群よりも満足度得点が高かった（Table 6）。 
 
考 察 
 本研究では，親子関係が子どもの容姿に対する悩み
にどのような影響を与えるのかについて，母親と父親
の影響の違いを比較しながら，容姿に対する評価経験
及び養育態度，信頼感に着目して検討した。 
 まず，母親については，容姿に対するネガティブな
評価経験を回答した群の方が，ポジティブな評価経験
を回答した群よりも容姿に対する悩み度が高い傾向が
見られた。容姿に対する母親からの評価経験と養育の
暖かさ尺度との検討では，自分の顔についての満足度
との関連がみられ，評価経験がネガティブである場合
は養育の暖かさ得点が高い群が低い群よりも，養育の
暖かさが低い場合は評価経験がポジティブな方がネガ
ティブよりも，自分の顔についての満足感が有意に高
い結果となった。これらの結果から，母親からのネガ
ティブな評価経験があったとしても，養育の暖かさを
感じていると自分の顔についての満足度は高まり，容
姿に対する悩み度を軽減する可能性が示唆された。 
 次に，父親については，父親からの評価経験と養育
の暖かさ尺度との検討では，容姿に対する悩み度，自
分の顔についての満足度との関連は見られなかったが，
父親からの評価経験と過干渉尺度での検討では，父親
からのポジティブな評価経験がある場合，過干渉得点
が高い群の方が低い群よりも容姿に対する悩み度が有
意に低い結果が得られた。父親からポジティブな評価
を受けている場合，一般的には子どもの意志を否定し，
親がコントロールしようとする教育上あまり望ましく
ないとされている「過干渉」が，子どもにとっては父
親なりに自分に関心を向けてくれているといったよう
な認知につながることで，容姿に対する悩みを高めな
いのではないかと推察される。さらに，父親への信頼
感が高い群が低い群に比べて容姿に対する悩み度が低
い傾向がみられ，自分の顔についての満足度は有意に
高い結果が得られた。一方で，母親への信頼感は，容
姿に対する悩み度及び自分の顔についての満足度との
関連がみられなかった。 
 以上のことから，父親の関わりが子どもの容姿に対
する悩み度を軽減させる可能性があり，父親の存在も
重要であると考えられる。母親に比べ，子どもと関わ
る時間が少ない傾向にあると言われている父親ではあ
るが，ポジティブな評価経験がある者の中で過干渉が，
さらに父親への信頼感が容姿に対する悩み度との関連
がみられた。子どもが容姿に悩むことを軽減させるた
めに，父親が限られた時間の中で，子どもに対して時
には過干渉と感じられるくらいに関心を向け，信頼感
Table 5 評価経験及び過干渉と容姿についての悩み度（母親） 
 ポジティブ ネガティブ F値 
 
過干渉H群 
（４名） 
過干渉L群 
（９名） 
過干渉H群 
（９名） 
過干渉L群 
（５名） 
 
 
悩み度 
 
 
満足度 
40.00 
（6.28） 
 
52.50 
（10.90） 
33.43 
(10.51) 
 
60.00 
（12.47） 
32.11 
(9.62) 
 
41.11 
（8.75） 
38.20 
(17.09) 
 
52.00 
（11.66） 
0.39 
0.06 
1.08 
 3.57＋ 
 3.97＋ 
0.12 
数値は平均値（標準偏差）＋p＜.10 
F値は，順に評価経験の主効果，過干渉尺度の主効果，交互作用の結果を示す 
Table 6 親への信頼感と悩み度及び満足度との関連 
  信頼感H群 信頼感L群 t値 
父親 
悩み度 
満足度 
35.70(12.72) n=47 
48.64(20.52) n=44 
40.39(12.89) n=46 
39.77(17.77) n=44 
 1.75＋ 
 2.14* 
母親 
悩み度 
満足度 
35.96(12.76) n=47 
46.09(21.92) n=46 
38.96(12.21) n=47 
39.77(16.63) n=43 
1.15 
1.51 
数値は平均値（SD）を示す ＋p＜.10 *p＜.05 
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を与えられるかが，重要になることが示唆された。 
 本研究の限界として，仮説１，２について検討する
ための必要なデータ数が得られず，十分な分析ができ
なかったことが挙げられる。 
 今後は，性差の検討や，容姿に対する悩み度が引き
起こす問題との関連についても検討を行う必要がある。 
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